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世

界

は

今

、

環

境

と

経

済

の

両

立

が

必

要

な

時

代

に

な

っ

た

。

世

界

の

経

済

は

先

進

国

中

心

に

天

然

資

源

を

も

と

に

大

量

生

産

、

大

量

消

費

、

そ

し

て

大

量

廃

棄

の

線

型

経

済

（

リ

ニ

ア

エ

コ

ノ

ミ

ー

）

の

時

代

を

経

て

資

源

枯

渇

と

環

境

破

壊

と

い

っ

た

二

つ

の

重

大

な

社

会

問

題

を

引

き

起

こ

し

た

。

こ

の

問

題

を

解

決

す

る

た

め

に

、

欧

州

を

中

心

に

循

環

型

経

済

（

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

、

以

下

Ｃ

Ｅ

）

と

い

う

名

の

社

会

経

済

シ

ス

テ

ム

の

普

及

が

急

速

に

進

ん

で

い

る

。

日

本

企

業

も

グ

ロ

ー

バ

ル

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

と

な

っ

た

Ｃ

Ｅ

を

前

提

と

し

た

経

営

の

実

践

が

必

須

で

あ

る

。

■

Ｃ

Ｅ

と

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ　

日

本

の

産

業

界

は

、

二

酸

化

炭

素

と

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

削

減

と

循

環

に

向

け

て

取

り

組

み

始

め

た

が

、

大

き

な

課

題

に

直

面

し

て

い

る

。

環

境

調

和

型

素

材

を

選

定

し

回

収

ス

キ

ー

ム

を

構

築

す

る

事

を

前

提

と

し

た

循

環

型

プ

ロ

ダ

ク

ト

（

最

終

製

品

）

は

コ

ス

ト

高

に

な

り

、

市

場

で

の

受

け

入

れ

が

難

し

い

。

欧

州

で

普

及

が

進

ん

で

い

る

植

物

由

来

の

バ

イ

オ

マ

ス

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

を

例

に

と

ろ

う

。

日

本

で

も

、

自

動

車

メ

ー

カ

ー

を

中

心

に

導

入

の

検

討

を

進

め

て

い

る

が

、

価

格

が

従

来

の

石

油

由

来

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

に

比

べ

２

～

�

倍

と

高

く

、

適

用

実

績

が

な

か

な

か

広

が

ら

な

い

。

　

自

動

車

メ

ー

カ

ー

関

係

者

に

よ

れ

ば

、

環

境

調

和

型

素

材

を

採

用

す

る

こ

と

が

Ｅ

Ｓ

Ｇ

投

資

や

Ｉ

Ｒ

戦

略

に

有

効

だ

と

理

解

し

て

い

て

も

、

調

達

コ

ス

ト

が

高

い

た

め

利

益

率

が

低

い

汎

用

車

へ

の

採

用

は

難

し

い

と

の

こ

と

だ

。

一

方

、

レ

ク

サ

ス

の

よ

う

に

高

価

格

で

利

益

率

が

高

い

ブ

ラ

ン

ド

は

採

用

を

積

極

的

に

進

め

て

い

る

。

こ

こ

に

日

本

経

済

の

課

題

が

見

え

て

く

る

。

日

本

が

Ｃ

Ｅ

を

構

築

す

る

に

は

、

高

利

益

率

を

生

み

出

す

製

品

、

つ

ま

り

〝

ブ

ラ

ン

ド

〟

の

創

出

が

必

要

で

あ

る

。

ブ

ラ

ン

ド

力

を

有

し

て

い

る

メ

ー

カ

ー

は

原

価

が

多

少

上

が

っ

て

も

売

価

に

反

映

で

き

、

持

続

的

な

価

格

設

定

を

可

能

に

す

る

。

　

循

環

型

プ

ロ

ダ

ク

ト

の

実

装

化

が

と

り

わ

け

早

い

ド

イ

ツ

と

フ

ラ

ン

ス

に

は

明

確

な

理

由

が

あ

る

。

開

発

者

と

し

て

ポ

ル

シ

ェ

と

ル

イ

ヴ

ィ

ト

ン

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

携

わ

っ

た

経

験

を

も

と

に

考

察

し

て

み

る

と

、

ド

イ

ツ

は

ポ

ル

シ

ェ

を

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

と

し

た

自

動

車

ブ

ラ

ン

ド

大

国

で

あ

り

、

フ

ラ

ン

ス

は

Ｌ

Ｖ

Ｍ

Ｈ

グ

ル

ー

プ

を

中

心

と

し

た

ラ

グ

ジ

ュ

ア

リ

ー

コ

ン

シ

ュ

マ

ー

大

国

で

あ

る

。

両

国

の

共

通

点

は

、

技

術

的

に

は

世

界

ト

ッ

プ

レ

ベ

ル

で

、

欧

州

を

代

表

す

る

文

化

大

国

、

そ

し

て

コ

ス

ト

競

争

を

避

け

て

、

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

戦

略

に

よ

り

差

別

化

を

図

る

こ

と

を

国

策

と

し

て

推

進

し

て

い

る

こ

と

だ

。

　

欧

州

の

循

環

型

プ

ロ

ダ

ク

ト

の

普

及

が

早

い

理

由

は

、

先

進

技

術

を

背

景

に

培

っ

た

機

能

に

、

ス

ト

ー

リ

ー

や

歴

史

と

い

っ

た

感

性

的

な

魅

力

を

付

加

し

て

総

合

価

値

を

最

大

限

増

幅

し

た

ブ

ラ

ン

ド

王

国

だ

か

ら

で

あ

る

。

バ

イ

オ

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

使

用

も

付

加

価

値

と

し

て

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

に

反

映

す

る

こ

と

で

、

ブ

ラ

ン

ド

購

買

層

で

あ

る

知

識

階

層

、

富

裕

層

に

対

し

て

購

買

意

欲

を

か

き

立

て

る

こ

と

に

も

成

功

し

て

い

る

。

　

欧

州

で

は

、

環

境

に

や

さ

し

い

も

の

は

価

格

が

高

い

た

め

、

意

識

も

所

得

も

高

い

層

か

ら

環

境

に

配

慮

し

た

生

活

を

取

り

入

れ

る

と

い

っ

た

慣

習

が

根

付

い

て

い

る

。

従

来

の

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

マ

グ

カ

ッ

プ

が

、

Ｃ

Ｅ

を

前

提

と

し

た

循

環

型

プ

ロ

ダ

ク

ト

で

は

、

３

倍

の

価

格

で

あ

っ

て

も

、

適

正

価

格

と

し

て

受

け

入

れ

る

こ

と

が

欧

州

市

場

だ

け

で

な

く

、

今

後

は

グ

ロ

ー

バ

ル

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

に

な

っ

て

い

く

だ

ろ

う

。

　

日

本

に

も

、

独

仏

と

同

じ

よ

う

に

、

ブ

ラ

ン

ド

創

出

の

要

素

と

な

る

技

術

と

歴

史

と

文

化

が

あ

る

。

日

本

企

業

に

お

い

て

、

環

境

と

経

済

の

両

立

に

向

け

た

一

つ

の

鍵

は

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

経

営

で

は

な

い

か

と

思

う

。

そ

し

て

、

戦

略

的

に

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

を

中

長

期

的

に

行

う

胆

力

の

あ

る

リ

ー

ダ

ー

の

存

在

が

重

要

で

あ

る

。

■

「

令

和

モ

ダ

ニ

ズ

ム

」

の

提

唱

　

Ｃ

Ｅ

の

実

現

に

は

、

受

け

入

れ

る

社

会

の

醸

成

も

必

要

だ

。

日

本

で

循

環

型

プ

ロ

ダ

ク

ト

を

普

及

さ

せ

る

に

は

、

国

民

全

体

の

意

識

を

高

め

る

だ

け

で

な

く

、

購

入

で

き

る

所

得

向

上

が

必

須

で

あ

る

。

つ

ま

り

企

業

も

消

費

者

も

高

い

収

益

（

所

得

）

が

な

け

れ

ば

Ｃ

Ｅ

の

実

装

化

は

む

ず

か

し

い

。

　

今

の

日

本

の

よ

う

に

、

過

去

�

年

間

、

Ｇ

Ｄ

Ｐ

も

賃

金

も

物

価

も

ほ

ぼ

横

ば

い

の

国

で

は

、

ハ

ン

デ

ィ

キ

ャ

ッ

プ

が

大

き

い

。

そ

こ

で

、

私

は

、

日

本

が

意

識

的

か

つ

政

策

的

に

、

Ｃ

Ｅ

を

前

提

と

し

た

、

日

本

が

基

軸

と

な

る

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

や

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

の

構

築

を

目

指

し

た

新

旧

融

合

型

生

活

様

式

「

令

和

モ

ダ

ニ

ズ

ム

」

と

い

う

概

念

を

提

唱

し

て

い

る

。

こ

れ

は

、

日

本

人

の

も

と

も

と

の

循

環

型

の

生

活

習

慣

を

ベ

ー

ス

に

し

、

科

学

技

術

立

国

と

し

て

培

っ

た

高

度

な

〝

技

術

力

〟

と

、

歴

史

と

文

化

が

育

ん

だ

〝

感

性

〟

が

融

合

し

た

独

自

の

生

活

様

式

の

こ

と

で

あ

る

。

　

そ

の

軸

と

な

る

の

は

産

業

界

で

あ

り

、

学

術

界

や

行

政

に

は

積

極

的

に

サ

ポ

ー

ト

を

し

て

も

ら

う

。

特

に

、

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

を

行

う

人

材

育

成

は

急

務

で

あ

る

。

こ

れ

か

ら

の

子

供

た

ち

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

資

質

や

能

力

を

存

分

に

発

揮

で

き

る

教

育

体

制

や

社

会

を

構

築

す

る

こ

と

で

、

イ

ノ

ベ

ー

タ

ー

を

も

っ

と

も

っ

と

増

や

し

て

い

き

、

企

業

が

付

加

価

値

を

高

め

る

こ

と

に

よ

り

社

員

の

収

入

を

増

や

す

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

Ｃ

Ｅ

の

実

装

化

も

加

速

的

に

浸

透

し

て

い

く

と

考

え

て

い

る

。

日

本

に

お

け

る

Ｃ

Ｅ

の

実

装

化

は

新

し

い

ビ

ジ

ネ

ス

チ

ャ

ン

ス

に

繋

が

り

、

世

界

が

待

望

し

て

い

る

日

本

ブ

ラ

ン

ド

創

出

の

時

代

の

幕

開

け

に

な

る

だ

ろ

う

。

ロ

マ

ン

を

も

っ

て

Ｃ

Ｅ

を

実

装

化

し

て

い

き

た

い

。

（

お

わ

り

）

経営・労働／トピックス

　

日

本

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

２

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

人

的

資

本

開

示

の

方

向

性

」

を

テ

ー

マ

に

、

事

業

創

造

大

学

院

大

学

教

授

の

一

守

靖

氏

が

講

演

し

た

。

一

守

氏

は

、

同

本

部

の

「

人

的

資

本

経

営

の

測

定

・

開

示

ワ

ー

キ

ン

グ

グ

ル

ー

プ

」

の

座

長

を

務

め

て

い

る

。

　

一

守

氏

は

、

人

的

資

本

経

営

と

は

「

人

材

を

資

本

と

し

て

捉

え

、

そ

の

価

値

を

最

大

限

に

引

き

出

す

こ

と

で

、

中

長

期

的

な

企

業

価

値

向

上

に

つ

な

げ

る

経

営

の

あ

り

方

」

と

す

る

経

済

産

業

省

の

定

義

を

紹

介

し

、

投

資

家

が

人

的

資

本

の

情

報

に

注

目

し

始

め

た

こ

と

や

、

Ｅ

Ｓ

Ｇ

投

資

や

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

動

き

な

ど

を

背

景

に

、

人

的

資

本

経

営

が

注

目

さ

れ

て

い

る

と

説

明

し

た

う

え

で

、

企

業

が

人

的

資

本

経

営

に

関

し

て

取

り

組

む

べ

き

こ

と

は

、

「

政

府

が

要

求

す

る

人

的

資

本

指

標

の

測

定

・

開

示

へ

の

対

応

」

と

「

自

社

の

持

続

的

成

長

に

つ

な

が

る

人

的

資

本

経

営

の

導

入

」

の

二

つ

だ

と

述

べ

た

。

　

前

者

の

「

政

府

が

要

求

す

る

人

的

資

本

指

標

の

測

定

・

開

示

へ

の

対

応

」

に

つ

い

て

は

、

上

場

企

業

等

に

、

２

０

２

３

年

３

月

末

以

後

の

事

業

年

度

に

お

け

る

有

価

証

券

報

告

書

か

ら

、

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

関

連

項

目

と

し

て

人

的

資

本

（

「

人

材

育

成

方

針

」

「

社

内

環

境

整

備

方

針

」

）

お

よ

び

多

様

性

（

「

男

女

間

賃

金

格

差

」

「

女

性

管

理

職

比

率

」

「

男

性

育

児

休

業

取

得

率

」

）

の

情

報

開

示

が

義

務

付

け

ら

れ

た

が

、

一

守

氏

は

、

同

本

部

が

昨

年

公

表

し

た

、

�

年

３

月

末

決

算

企

業

の

「

有

価

証

券

報

告

書

に

お

け

る

人

的

資

本

開

示

状

況

」

（

速

報

版

）

の

内

容

を

紹

介

し

な

が

ら

、

女

性

管

理

職

比

率

は

「

５

％

未

満

」

と

「

５

～

�

％

未

満

」

の

企

業

が

多

い

こ

と

や

、

男

女

間

の

賃

金

格

差

は

男

性

１

０

０

に

対

し

て

女

性

�

が

平

均

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

後

者

の

「

自

社

の

持

続

的

成

長

に

つ

な

が

る

人

的

資

本

経

営

の

導

入

」

に

つ

い

て

は

、

「

人

的

資

本

可

視

化

指

針

」

に

沿

っ

て

、

有

価

証

券

報

告

書

に

自

社

の

人

的

資

本

の

情

報

を

開

示

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

が

、

そ

の

開

示

状

況

を

み

る

と

、

有

価

証

券

報

告

書

に

お

け

る

人

的

資

本

に

関

す

る

記

述

の

文

字

数

は

、

２

０

０

０

字

未

満

が

約

６

割

で

、

１

０

０

０

～

１

４

９

９

字

が

�

・

９

％

で

最

多

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

指

摘

し

た

。

　

ま

た

、

同

ワ

ー

キ

ン

グ

グ

ル

ー

プ

が

実

施

し

て

い

る

、

企

業

の

人

的

資

本

経

営

の

取

り

組

み

状

況

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

結

果

の

一

部

を

紹

介

し

、

人

的

資

本

経

営

を

導

入

し

た

こ

と

で

、

自

律

的

社

員

の

育

成

や

企

業

ミ

ッ

シ

ョ

ン

へ

の

共

感

度

向

上

、

離

職

率

の

削

減

な

ど

の

効

果

が

あ

っ

た

こ

と

な

ど

に

も

触

れ

た

。

　

�

期

の

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

は

「

人

材

こ

そ

価

値

創

造

の

源

泉

　

人

的

資

本

経

営

の

未

来

展

望

」

を

統

一

テ

ー

マ

に

開

催

し

て

い

る

。

問

い

合

わ

せ

は

同

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

３

１

ま

で

。

生 産 性 新 聞 （６）２０２４年（令和６年）３月２５日（月曜日）
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